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続いて 1892年 3月 11日には、プロイセン下院教育委員会が「女性教育協会」「女性福祉
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協会」の最新の請願について、これまで以上に真剣な姿勢でもって話し合いを行った。新教




































































スからの最初の受験者 6人は、二人の女性が 1895年 8月、1896年 3月にそれぞれ合格、
1896年中には全員合格した。
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